
KATSUSHIKA
心ふれあう住みよいまち 葛飾区

令和 3年令和 3年

号新春

葛飾区議会自由民主党議員団会派報 20 2 1年 (令和3年 )新春号1

LIBERAL DEMOCRATIC PARTY KATSUSHIKA CITY ASSEMBLY

会
報

� � � �

　

あ
け
ま
し
て

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
の
新
春
に
当
た
り
、
平

素
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
区
民
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
吹
き
荒
れ
る
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
区
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら

し
が
大
い
に
脅
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
中
、
自
由
民
主
党
議
員
団
は

青
木
区
長
と
共
に
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗

り
越
え
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
感

染
予
防
や
緊
急
経
済
対
策
な
ど
以
下

の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
緊
急
課
題
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

臨
時
休
校
で
学
び
が
止
ま
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
家
庭
教
育
の
支
援
策

と
し
て
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
と
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
の
追
加
配

備
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
育
児
世
帯
の
家
計
支
援
を

目
的
と
し
た
葛
飾
区
独
自
の
給
付
金

と
し
て
、
国
か
ら
の
臨
時
特
別
給
付

金
に
加
え
、
児
童
手
当
を
１
万
円
加

算
支
給
し
た
ほ
か
、
特
別
定
額
給
付

金
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
令
和
２

年
４
月
28
日
以
降
に
出
生
し
た
新
生

児
を
対
象
に
、
葛
飾
区
新
生
児
特
別

定
額
給
付
金
を
支
給
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点

か
ら
は
、台
風
19
号
の
教
訓
か
ら
全
面

的
に
見
直
し
た
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
た
ほ
か
、
感
染
症
と
台
風

な
ど
と
の
複
合
災
害
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
各
学
校
避
難
所
へ
の
非
接

触
型
体
温
計
と
サ
ー
モ
カ
メ
ラ
の
配

備
を
は
じ
め
と
す
る
対
策
を
迅
速
に

進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
河
川
の
氾
濫

の
心
配
か
ら
長
年
待
ち
望
ま
れ
て
い

た
京
成
線
荒
川
橋
梁
架
け
替
え
工
事

に
も
い
よ
い
よ
着
手
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
区
と
協
議
し
、
区
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
緊
急
経
済
対

策
で
は
、
営
業
時
間
短
縮
に
係
る
葛

飾
区
感
染
拡
大
防
止
協
力
金
の
交
付

や
、
地
元
商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
部
数

と
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

健
康
で
共
に
支
え
合
う
ま
ち
づ
く

り
で
は
、
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
へ

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
の

助
成
を
拡
大
す
る
と
共
に
、
福
祉
施

設
に
お
け
る
PCR
検
査
等
実
施
経
費
を

補
助
す
る
な
ど
、
感
染
拡
大
防
止
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
私
た
ち
自
由
民
主

党
議
員
団
は
、
区
民
の
皆
様
と
の
協

働
の
も
と
、
山
積
す
る
課
題
に
強
い

信
念
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
区
民
の
皆
様
の
ご
要
望
を

的
確
に
区
政
に
反
映
す
る
た
め
、
区

民
第
一
の
姿
勢
で
議
員
団
一
丸
と

な
っ
て
施
策
の
実
現
に
向
け
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

自
民
党
よ
り
新
年
の
ご
挨
拶

あけましておめでとうございますあけましておめでとうございます

安西俊一
：金町

秋家聡明
: 柴又

池田ひさよし
：小菅

工藤きくじ
: 東金町

秋本とよえ
: 西亀有

筒井たかひさ
: 亀有

平田みつよし
：奥戸

高木信明
: お花茶屋

伊藤よしのり
: 水元

梅沢とよかず
：立石

みねぎし良至
: 堀切

本年も自由民主党議員団は区民のみなさまの安心と安全のために全力を尽くして参ります。

ホームページもチェック！ 葛飾区議会 自由民主党議員団 j imin-katsushika.com



令和３年度 葛飾区予算案の要望書を提出
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　自由民主党議員団は基本計画の内容に沿って 155 項目を『令和３年度葛飾区予算案の編成に関する要望書』
として青木区長に提出。青木区長をはじめとする区長部局に対し、誰もが安心して暮らせる葛飾の実現のため
に事業の予算化と具体化を要望いたしました。以下に 155 項目のうちの地域要望 27 項目を掲載しました。

誰もが安心して暮らせる葛飾の実現のために

● 新宿みらい公園での野外音楽フェス
     ティバルの開催
● 金町駅南北自由通路の拡幅や駅舎建替え

● 観光バスの誘致と停車場の確保
● 亀有駅北口ロータリー歩道部分
     への屋根の設置

● 土手の氾濫防止のため堤防
　 工事の早期実現
● 堀切菖蒲園駅北側の都道
      の歩道拡幅

● フロリズ花壇を活用したイベントの充実
● 都市計画道路各線の早期実現

● 新小岩駅周辺に於ける定期利用駐輪場の拡充
● 森永乳業東京工業跡地利用の先行的取組み

● 本田消防団第４分団倉庫の円滑な移転
● 東立石緑地公園・奥戸船着場の効果的活用

南綾瀬
お花茶屋
堀切

奥戸
新小岩

柴又
高砂

金町
新宿亀有

青戸

水元

立石
四つ木

● 新規バス路線設置を含めた水元地域の
     交通網の整備及び水害対策の強化

亀有周辺の観光振興としての「こち亀」資料館の設置、観光バスの誘致と停車場の確保
フロリズ通り、フロリズ花壇を活用したイベントの充実　
都市計画道路補助 138号線、261号線、274号線、276号線、279号線、283号線の早期実現
高齢者福祉の観点から、小菅一丁目地区内の乗合タクシーの東京都シルバーパスと同様の取扱の実現
小菅東スポーツ公園を避難場所に設置するよう都への要望
南綾瀬地区センター別館の効果的・効率的な活用
本田消防団第４分団倉庫の円滑な移転
立石・四つ木地区へのキャプテン翼銅像の更なる展開、資料館「翼ミュージアム」の設置
東水元地域の新規バス路線設置を含めた水元地域の交通網の整備及び水害対策の強化
亀有駅北口ロータリー歩道部分への屋根の設置
新宿みらい公園での野外音楽フェスティバルの開催
金町駅南北自由通路の拡幅や駅舎建替え、また北口駅前広場を含めた金町駅周辺のトータルプランの早期実現
小菅・堀切地域から健康プラザ及びテクノプラザ方面へのバス路線の設置
堀切菖蒲園駅から堀切菖蒲園までの動線に公衆トイレの設置
タクシー乗り場の設置やバス停留所の配置を含めた堀切菖蒲園駅周辺の整備と駅北側の都道の歩道拡幅
堀切菖蒲園２号踏切の改善
曳舟川親水公園への交番設置　
新小岩駅周辺に於ける定期利用駐輪場の拡充
森永乳業東京工業跡地利用の先行的取組み
大相撲東関部屋・九重部屋と提携した地域振興
お花茶屋一丁目都営住宅跡地の区有施設新設等を含めた有効活用
旧小谷野小学校体育館への冷暖房機設置
亀有駅と綾瀬駅を結ぶバス路線、有 73 路線の増便
東立石緑地公園・奥戸船着場の効果的活用
高砂・細田・鎌倉地域から公共施設や駅へのアクセス向上、バス路線の拡充
都市計画道路補助 264 号線の幅員拡張についての早急な地元説明の実施
荒川放水路と綾瀬川の土手の氾濫防止のため、京成電鉄上野線の堤防工事の早期実現
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令和３年度 葛飾区予算案への要望《地域要望 27 項目》

より良い葛飾を
目指して　

自由民主党議員団

お気軽にご意見をお寄せください！

■発行／葛飾区議会自由民主党議員団

■編集長／みねぎし良至　
■発行責任者／筒井 たかひさ 

( 葛飾区立石 5-13-1）

■編集委員／伊藤よしのり　高木信明


